
陶磁器製造科 入校選考 例題（専門科目）  

 

試験時間 ２０分 

試験概要 焼き物の窯場に関する問題を出題 

     絵に色を付ける作業問題 

     九谷焼に関する問題（特徴、製造工程など）を出題 

 

問１．花絵の配色を考えて彩色しなさい。 （ 別 紙 解答用紙 ） 

 

 

問２．日本には多くの焼き物の窯場があります。次の窯場の所在地を下記から選んで( )内に

記入しなさい。                   ※令和５年度類似問題出題 

 

      ①美濃焼 （     ）    ②益子焼 （     ） 

 

佐賀県   岡山県   愛知県   岐阜県   愛媛県 

 

 福井県   栃木県   兵庫県   滋賀県   山口県 

 

問３．                          ※令和５年度類似問題出題 

九谷焼（くたにやき）は、石川県（  ①  ）周辺で作られている陶磁器です。色絵のつい

た陶磁器の伝統工芸品で、（  ②  ）時代前期に誕生しました。 

九谷焼の特徴は、（  ③  ）色彩と大胆かつ優美な紋様、そして「上絵付け」と呼ばれる技

法です。上絵付けとは釉薬の上に顔料で絵付けを行い、再度焼く技法のことです。上絵付けに

使われる上絵の具は（ ④ ）度程度で焼き付けできるため、顔料の制約が少なく、多彩な色

彩が楽しめます。九谷焼のほかに有田焼でも用いられている技法です。 

九谷焼の色彩はいずれも鮮やかですが、種類により少々異なります。通称「九谷五彩」と呼ば

れる 5つの色（ （ ⑤ ）・赤・緑・紫・紺青）を使うものは、古九谷と木米風です。 

 

 ①（        ）②（        ）③（       ） 

 ④（        ）⑤（        ） 

 

金沢市   加賀市   輪島市   鎌倉   江戸   明治 

鮮やかな   落ち着いた   100   400   800    

白   黒   黄   灰 

 

 

 



問１ ※令和６年度類似問題出題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


